
渇水時でも
水がなくなら
ないので、
魚などがよく
とれる。

竹林などの
河畔林

竹林などの根で
かためられている。

水流で
削られる。 日陰になり川の中なので

真夏でも涼しい

川の水質改善＋自然再生

子どもが提唱したことから始
まる府市の取組

→まずは

「地域でのインビュー」

＜子ども・保護者の視点にたつ事故予防の生活デザイン＞
環境学習の事例に学ぶ～ 近木川(大阪府貝塚市,1996～2010頃）～

神吉紀世子 当時近木っ子会議メンバー

水質検査・環境調査。
安全対策と準備を
保護者と共有、地域

と共有



1960年代まで：

日中、水辺の子どもの周りに
多くの大人が居て、注意できる

かつて水辺で遊んだ子どもたち

∥

水辺の暮らしの知恵

の伝達と継承

現代：

日中、水辺の周りに大人はいない
→働きかけて、守る社会をつくりだす



情報の共有が必須

子どもと保護者と会議
学校間・組織間・世代間
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A校

全体

1話すことがある 2話すことはない 3わからない 不 明

B校

C校

川について家で家族
に話しますか？
（橋本夏次氏提供）



環境調査・理科の勉強・中流と上流の違い観察

よく知って、遊ぶ
例：

川の各所の特徴
ため池と川の違い

15年前を今振り返ると
ライフジャケットを着る知恵が
なかったことがわかる
→事例を超えて、継続する
情報の蓄積を。

大人
チームと
ともに
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